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第 13 期『耕人塾』の活動を振り返って

第 13期『耕人塾』の活動は、≪交流活動≫と≪耕人塾マイプロジェクト≫を柱として活動を進

めました。宿泊体験活動は台風の影響で中止になりましたが、日帰り代替プランで、自然体験活

動を実施することができました。そこで、1年間の活動を振り返ってみたいと思います。

第 13 期の閉塾式に当たり、塾生はじめ運営委員、教学委員、参与、協力員、サポーター、後援
機関等の皆様に心から感謝申し上げます。ありがとうございました。耕人塾の更なる発展に向け
て今まで以上に運営に尽力してまいりますので、今後ともご指導を賜りますようお願い申し上げ
ます。

守 破 離
まずは先人の教えを守るところから始まり、習得できたらその型を破る。最終的には独自に発

展させ、型から離れた己のスタイルを確立する。この一連の流れをまとめて守破離と呼びます。
元は千利休の教えを和歌の形にした『利休百首』に収められている一首、「規矩作法 ○守り尽くし
て ○破るとも ○離るるとても 本を忘るな」に由来するといわれています。
「決まりや作法を守り身につけ、改善・改良のために型破りをしても、元の型から離れて新た

な型を創造したとしても、基本の型を忘れてはいけない」ということです。塾生の皆さんには、
閉塾式で終了ではなく、今年度の耕人塾の活動を振り返り、さらに新たな目標に向けて成長して
ほしいと願っています。塾生の皆さんの更なる活躍を期待しています。


